










 徳島で 16 年過ごし，生涯を終えたポルトガル人ヴェンセスラウ・ジョゼ・デ・ソーザ・













 和辻哲郎は，東京大学在学中にラファエル・フォン・ケーベル（Raphael von Koeber, 
1848-1923）を尊敬し夏目漱石などとともに教えを受けているが，そのケーベルが教鞭を取













































                                                   






































                                                   
2 http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/gallery/kityoindex.html#select2 
 http://www.lib.pref.fukuoka.jp/hp/gallery/nippon/hg/n1-9.html  





































                                                   
4 花野富蔵『定本モラエス全集Ⅰ』「極東遊記」（集英社，1969 年），pp.104-105. 





































                                                   
6 岡村多希子『モラエス―サウダーデの旅人』（モラエス会，2008 年），p.53. 



































                                                   
8 和辻哲郎『和辻哲郎全集 第八巻』（岩波書店，1989 年），p. 7. 
9 原田照史「和辻美学の先駆者達―ハーン，ニーチェ，ワーグナー―」『和辻哲郎全集 月報８』，pp.4-8. 
10 「未来の文学はあわれみの文学であろう」，モラエス，岡村多希子訳『おヨネとコハル』では「あわれ
み」を「敬愛」と訳されているが，原文の‘piedade’の意味に近い「あわれみ」としておく。 












































































                                                   
13 W. de Moraes, O ‟Bon-odori„ em Tokushima (Caderno de impressões intimas). PORTO:LIVRARIA 
MAGALHÃES & MONIZ, 1916, p. 6. 
















和辻哲郎『和辻哲郎全集 第八巻』，岩波書店，1989 年． 
Moraes, Wenceslau José de Sousa, O ‟Bon-odori„ em Tokushima (Caderno de impressões intimas)  
LIVRARIA MAGALHÃES & MONIZ, 1916. 
_____, Ó-Yoné e Ko-Haru, EDIÇÃO DE A «RENASCENÇA PORTUGUESA», PORTO, 
1923.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
